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サービスラーニング紹介○
平和のために今できること

敬和学園高校との

平和学習

　「Keiwa Peace Project～祈り・
つながり・希望～」では、学生た
ちが集まり、平和のために今の自
分ができることを考え、行動して
います。
　敬和学園大学は、広島女学院大
学と沖縄キリスト教学院大学と提
携し、学生たちに平和学習の機会
を提供しています。学生たちは、
平和学習を通じて伝え聞いた戦争
の事実と平和の尊さを同世代や次
の世代に伝えるため、「折り鶴プ
ロジェクト」「ウクライナ支援募
金」などの活動を行っています。
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沖縄キリスト教学院大学での平和研修



Close up

●
無
か
ら
有
を
創
り
出
す

　

私
が
開
学
二
年
余
り
前
に
見
た
最
初
の
敬
和

学
園
大
学
は
、
真
っ
さ
ら
な
何
も
な
い
更
地
で

し
た
。
次
に
見
た
開
学
一
年
数
か
月
前
は
、
校

舎
建
設
の
真
っ
最
中
で
、
建
物
に
入
る
と
真
っ

暗
な
中
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
た
大

勢
の
作
業
員
の
方
々
が
黙
々
と
働
い
て
い
ま
し

た
。 

そ
れ
ぞ
れ
就
任
予
定
者
の
ク
リ
ス
マ
ス

顔
合
わ
せ
会
の
折
で
し
た
。

　

一
九
九
一
年
の
第
一
回
入
学
式
は
、
三
一
六

人
の
新
入
生
を
迎
え
て
Ｓ
三
一
教
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
入
生
代
表
の
近
伸
之
氏
（
現 

豊

栄
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
）
が
あ
い
さ
つ
で
引
用

し
た
太
田
俊
雄
初
代
高
校
校
長
の
開
校
の
祈
り

「
も
し
敬
和
学
園
の
教
育
が
神
の
聖
名
を
汚
し
、

神
の
聖
旨
に
背
い
て
右
や
左
に
曲
が
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ど
う
か
神
の
御
名
の
た
め

に
学
園
を
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
」
が
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。
開
学
式
式
典
後
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
の

リ
ン
ゴ
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
、
翌
秋
に
新
発
田

商
工
会
青
年
部
に
よ
っ
て
桜
の
苗
木
が
植
え
ら

れ
ま
し
た
。
校
舎
は
栄
光
館
と
尋
真
館
、
新
発

田
館
と
聖
籠
館
、
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル
の
み
で
し

た
。
食
堂
が
狭
か
っ
た
の
で
、
一
九
九
三
年
三

月
に
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
（
現
ラ
ー

ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
）
が
増
築
さ
れ
ま
し
た
。
中

教
室
と
演
習
室
を
増
や
し
図
書
館
を
広
く
す
る

た
め
に
、
一
九
九
七
年
に
ニ
ュ
ー
エ
ル
館
が
増

築
さ
れ
、
同
時
に
パ
ー
ム
館
（
体
育
館
）
が
新

築
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
体
育
の
授
業
は
新

発
田
市
立
第
一
中
学
校
の
旧
体
育
館
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
。　

　

北
垣
宗
治
初
代
学
長（
一
九
九
一-

二
〇
〇
二

年
度
）
は
、
し
ば
し
ば
学
生
た
ち
に
「
敬
和

が
私
を
つ
く
っ
た
。
私
が
敬
和
を
つ
く
っ
た
。」

と
言
え
る
人
に
な
る
よ
う
に
と
激
励
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
時
代
は
今
思
え
ば
何
も
な
い
時
代

で
し
た
が
、
文
字
ど
お
り
「
無
か
ら
有
を
創
り

出
す
」
時
代
で
、
大
変
楽
し
い
時
で
し
た
。

　

北
垣
学
長
は
「
大
学
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
に
新
発
田
市
・
聖
籠
町
の
市
長
・
町
長
、

市
・
町
議
会
関
係
者
、
商
工
会
関
係
者
ら
を
ノ
ー

ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
の
あ
る
ア
イ
オ
ワ
州
オ
レ

ン
ジ
市
そ
の
他
の
大
学
町
に
案
内
し
ま
し
た
。

そ
の
参
加
者
た
ち
か
ら
本
学
を
支
援
す
る
オ
レ

ン
ジ
会
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
九
九
五
年
か
ら
、
大
学
設
置
基
準
大
綱
化

に
合
わ
せ
て
一
般
教
育
の
教
員
組
織
を
解
体
し

て
、
国
際
文
化
学
科
と
英
語
英
米
文
学
科
に
分

属
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、「
読
む
・
書
く
・
聴
く
・

話
す
」
の
ジ
ャ
ン
ル
別
・
段
階
別
の
英
語
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
）
を
編
成
し
、
一
般

教
育
を
群
別
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
行
い

ま
し
た
。
一
九
九
五
年
一
月
に
阪
神
・
淡
路
大

震
災
が
あ
り
、
有
志
が
初
め
て
被
災
地
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
出
か
け
ま
し
た
。
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
新
潟
か
ら
支
援
の
た
め
、
Σ
（
シ

グ
マ
）
学
生
基
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
現
在
ま
で
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

一
九
九
四
・
九
五
年
度
に
最
初
の
自
己
点

敬
和
学
園
大
学
で
の
三
二
年
の
歩
み

敬和学園大学 第 4 代学長

山田耕太
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開学の2年前（1989年12月）、
敬和学園大学建設予定地を視察しました

検
・
評
価
報
告
書
を
作
成
し
、
一
九
九
六
年
か

ら
『
敬
和
カ
レ
ッ
ジ
・
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』
を
、

一
九
九
八
年
か
ら
チ
ャ
ペ
ル
ニ
ュ
ー
ス
『
プ

ニ
ュ
ー
マ
』
を
発
行
し
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

二
〇
〇
〇
年
に
は
国
連
大
使
の
小
和
田
恆
氏
と

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
に
よ
る
大
学
創
立
一
〇

周
年
記
念
特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
三
学
科
体
制
へ

　

二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
少
子
化
に
向
か
う
ば

か
り
で
な
く
、
新
潟
市
内
や
周
辺
で
大
学
が
相

次
い
で
新
設
さ
れ
、
短
大
が
大
学
に
昇
格
し
て
、

一
九
九
九
年
か
ら
一
つ
の
学
科
の
入
学
定
員
が

割
れ
始
め
、
翌
年
に
は
も
う
一
つ
の
学
科
の
入

学
定
員
も
割
れ
、
そ
の
翌
年
に
は
収
容
定
員
が

割
れ
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
第
一
に
教
育
理

念
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
学
則
第
一
条
に
基

づ
い
た
行
動
規
範
と
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
第
二
に
入

試
制
度
を
改
革
し
て
Ａ
Ｏ
入
試
と
特
待
生
制
度

を
導
入
し
ま
し
た
。
第
三
に
共
同
研
究
を
盛
ん

に
す
る
た
め
に
二
〇
〇
一
年
に
人
文
社
会
科
学

研
究
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
第
四
に
二
〇
〇
二

年
に
大
学
基
準
協
会
の
加
盟
判
定
を
受
け
て
、

二
〇
〇
三
年
か
ら
大
学
基
準
協
会
の
正
会
員
と

な
り
ま
し
た
。
第
五
に
将
来
構
想
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
、
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
従
来
の
二
学

科
か
ら
改
組
転
換
し
て
国
際
文
化
学
科
（
入
学

定
員
一
〇
〇
人
か
ら
八
〇
人
に
削
減
）
と
英
語

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
（
名
称
変
更
、

入
学
定
員
一
〇
〇
人
か
ら
八
〇
人
に
削
減
）
に

共
生
社
会
学
科
（
入
学
定
員
四
〇
人
）
を
新
設

し
て
三
学
科
体
制
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

新
井
明
第
二
代
学
長（
二
〇
〇
三-

二
〇
〇
八

年
度
）
が
就
任
さ
れ
る
と
「
木
を
育
て
る
よ
う

に
人
を
育
て
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
新
入
生

が
木
の
成
長
を
見
な
が
ら
学
ぶ
た
め
に
入
学
式

の
直
後
に
ユ
リ
ノ
キ
を
植
え
る
植
樹
式
を
時
計

台
の
前
で
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
新
井
学
長
の

時
代
か
ら
校
門
近
く
の
桜
が
見
事
に
開
花
し
、

二
〇
〇
五
年
か
ら
毎
年
春
先
に
は
お
花
見
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
井
学
長
は
教
員
の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル

制
度
を
導
入
す
る
と
共
に
、
教
職
協
働
を
唱
え
、

学
長
選
挙
で
教
職
員
が
対
等
に
票
を
持
つ
制
度

に
し
ま
し
た
。
中
国
・
台
湾
の
大
学
間
交
流
に

も
積
極
的
で
、
房
先
生
と
私
も
同
行
し
て
協
定

書
調
印
式
に
た
び
た
び
出
か
け
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
七
月
の
三
条
市
水
害
、
同
年

一
〇
月
の
中
越
地
震
の
際
に
も
、
学
生
教
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
被
災
地
支
援
に
出
か
け
ま
し

た
。
私
も
学
生
と
一
緒
に
、
三
条
で
は
家
の
床

下
の
泥
出
し
を
し
、
長
岡
で
は
仮
設
住
宅
で
洗

濯
機
の
設
置
な
ど
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
五
年
の
創
立
一
五
周
年
に
は
三
つ
の

記
念
講
演
会
を
執
り
行
い
、
記
念
絵
葉
書
集
を

出
し
、『
写
真
で
つ
づ
る
敬
和
学
園
大
学
一
五

年
の
あ
ゆ
み
』
と
『
卒
業
生
名
簿
』
を
出
版
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
の
空
き
店
舗
を
改

修
し
て
新
発
田
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

二
〇
〇
八
年
に
は
駅
前
通
り
に
ま
ち
カ
フ
ェ
・

り
ん
く
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
に
大
学
基
準
協
会
の
審
査
で

二
〇
〇
三
年
に
引
き
続
い
て
適
合
の
判
定
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
大
学
所
有
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
実
習
施
設
を
兼
ね
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
富

塚
・
の
ぞ
み
の
里
を
開
所
し
ま
し
た
。

●
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
化
へ

　

鈴
木
佳
秀
第
三
代
学
長
時
代
（
二
〇
〇
九-

二
〇
一
四
年
度
）
は
「
誰
か
の
た
め
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
奉
仕
の
精
神
を
涵
養
す
る
こ
と
に
力
を

入
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
に
本
学
で
講
演
し

て
指
導
を
受
け
た
私
学
事
業
団
私
学
情
報
セ
ン

タ
ー
長
の
西
井
泰
彦
レ
ポ
ー
ト
に
基
づ
い
て
、

二
〇
〇
九
年
度
か
ら
三
年
の
短
期
目
標
、
六
年

の
中
期
目
標
、
一
二
年
の
長
期
目
標
を
立
て
、

毎
年
そ
の
達
成
度
を
測
る
中
長
期
計
画
（
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
）
達
成
度
評
価
を
始
め
ま
し
た
。
長

期
目
標
は
、
本
学
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を

支
え
る
三
つ
の
柱
（
キ
リ
ス
ト
教
教
育
・
国
際

理
解
教
育
・
地
域
貢
献
教
育
）
の
中
で
、
地
域

貢
献
に
最
も
力
を
入
れ
て
い
く
方
針
で
す
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
に
は
東
日
本
大
震
災
が
起
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2005年より、毎年「お花見ランチ」を開催しています

創立30周年記念式典にて、池上彰氏に
名誉文化博士号を授与しました

こ
り
、
多
く
の
被
災
者
の
方
々
が
新
発
田
市
や

聖
籠
町
に
も
避
難
し
て
き
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
し
て
学
生
教
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
創
立
二
〇
周
年
講
演
が

催
さ
れ
、
そ
こ
で
北
島
万
紀
子
作
詞
・
大
中
恩

作
曲
の
敬
和
学
園
大
学
校
歌
が
披
露
さ
れ
、『
敬

和
学
園
大
学
創
立
二
〇
周
年
記
念
誌
』
も
発
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
阿
賀
北
地
方
を

題
材
に
し
、
新
た
な
文
学
の
書
き
手
を
発
掘
す

る
、
文
学
に
よ
る
地
域
貢
献
で
あ
る
「
阿
賀
北

ロ
マ
ン
賞
」
を
地
域
社
会
の
自
治
体
や
企
業
の

協
賛
を
い
た
だ
き
な
が
ら
始
め
て
、
二
〇
一
九

年
度
ま
で
一
二
回
、
会
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
継
と
し
て
二
〇
二
一
年
度
か

ら
現
在
ま
で
阿
賀
北
ノ
ベ
ル
ジ
ャ
ム
が
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
実
践
す
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

　

私
は
長
く
教
務
部
長
や
共
生
社
会
学
科
長
を

務
め
た
後
で
、
新
井
学
長
と
鈴
木
学
長
の
一
二

年
間
は
学
長
補
佐
・
副
学
長
と
し
て
学
長
を
支

え
、第
四
代
学
長（
二
〇
一
五-

二
〇
二
二
年
度
）

と
し
て
二
期
八
年
間
務
め
て
き
ま
し
た
。
本
学

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
と
「
ま
ち
と
大
学
」
が

互
い
に
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
持
ち
つ
つ
、

大
学
の
み
で
な
く
、
ま
ち
な
か
も
キ
ャ
ン
パ
ス

化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

「
地
域
学
入
門
」
も
必
修
科
目
に
加
え
ま
し
た
。

学
科
と
コ
ー
ス
の
壁
を
越
え
た
「
デ
ィ
プ
ロ
マ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
つ
の
科
目
群
と
し
て
、
そ

れ
は
地
域
社
会
を
理
解
す
る
た
め
の
「
地
域
経

営
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
ま

ち
な
か
や
周
辺
の
地
域
社
会
で
の
実
践
活
動
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
も
単
位
化
す
る
仕
組

み
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
五
年
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え

て
い
る
学
生
を
支
援
す
る
た
め
に
学
生
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
医
務
室
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
ル
ー
ム
と
連
携
し
て
学
生
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
ま
た
大
学
基
準
協
会
の
三
回
目
の
審
査
に

適
合
し
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
か
ら
新
発
田
駅

前
の
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
複
合
施
設
イ
ク

ネ
ス
し
ば
た
と
リ
ン
ク
し
た
学
生
寮
「
向
山

寮
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年
度
か
ら

二
〇
二
二
年
度
ま
で
の
三
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
制
限
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
同
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
な
ど
新
た
な
手
法
も
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
に
コ

ロ
ナ
禍
で
さ
さ
や
か
に
創
立
三
〇
周
年
記
念
式

典
を
行
い
、
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
二
〇
二
一

年
四
月
の
新
入
生
歓
迎
学
術
講
演
会
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
一
年
遅
れ
て
私
の
高
校
の
同
期
生
の

池
上
彰
氏
が
、
二
〇
一
一
年
の
学
園
祭
に
引

き
続
い
て
講
演
し
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
二
年
に
大
学
基
準
協
会
の
四
回
目
の
審

査
に
適
合
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
私
は
一
昨
年
か
ら
責
任
を
負
わ

さ
れ
て
い
る
日
本
新
約
学
会
会
長
職
に
専
念
し

て
、
若
手
の
研
究
者
の
育
成
と
、
学
会
と
し
て

総
力
を
挙
げ
て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｊ
新
約
聖
書
注
解
書

シ
リ
ー
ズ
（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
）
の
出
版

の
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
敬

和
学
園
の
背
景
研
究
と
深
く
か
か
わ
る
新
潟
居

留
地
研
究
会
会
長
と
し
て
、
地
域
研
究
の
さ
さ

や
か
な
営
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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で
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
に
本
を

贈
る
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
な
ど
、
キ
リ
ス

ト
教
精
神
に
支
え
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

本
学
を
訪
れ
る
お
客
さ
ま
が
、「
敬
和
さ
ん

は
キ
リ
ス
ト
教
の
学
校
の
せ
い
か
、
雰
囲
気
が

よ
い
で
す
ね
」
と
お
褒
め
く
だ
さ
い
ま
す
。
創

立
時
に
持
つ
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
体
育
館

（
パ
ー
ム
館
）
で
必
死
に
練
習
を
重
ね
て
き
た

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
選
手
が
、
今
や
全
国
レ
ベ

ル
で
活
躍
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
体
育
館
と

聖
籠
館
の
礎
石
に
は
聖
書
が
埋
め
込
ま
れ
て
い

る
の
だ
そ
う
で
す
。
知
ら
ず
し
て
「
よ
き
力
に

不
思
議
に
守
ら
れ
」（
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
）、
誰

も
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
雰
囲
気
が
醸
し
出

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
勝
る
喜
び

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
地
域
貢
献
教
育

　

持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
育
成
の
た
め

に
、
地
域
と
連
携
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
新
発
田
市
、
聖
籠
町
と
包
括
的
連
携
協
定

を
結
び
、
活
動
資
金
や
活
動
場
所
の
提
供
な
ど

大
き
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
加
え
て
、
最
近
は

授
業
内
容
と
結
び
つ
い
た
課
外
活
動
（
サ
ー
ビ

ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
が
盛
ん
で
、
山
田
前
学
長
が

推
進
し
た
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
化
」
が
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
ゼ
ミ

で
は
地
域
の
人
々
や
場
所
を
取
材
し
映
像
作
品

に
仕
上
げ
て
発
信
し
た
り
、
阿
賀
北
を
舞
台
に

し
た
小
説
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
を
し
た

り
し
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
学

生
が
粟
島
で
と
れ
る
ア
マ
ド
コ
ロ
の
六
次
産
業

敬
和
教
育
の
継
承
と
発
展

　

こ
の
春
第
五
代
学
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
開
学
か
ら
三
二
年
も
経
ち
ま
す
と
、
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
卒
業
生
と
の
再
会
が
あ
り
ま

す
。
新
発
田
市
や
聖
籠
町
の
各
種
会
議
で
は
、

職
員
と
し
て
活
躍
す
る
卒
業
生
と
仕
事
を
す
る

機
会
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
デ
ン
マ
ー
ク
研
修
の

手
配
を
し
て
く
れ
た
の
も
、
義
父
の
レ
ン
タ
ル

車
椅
子
を
届
け
て
く
れ
た
の
も
、
卒
業
生
で
し

た
。
絵
本
製
作
や
こ
ど
も
園
で
の
働
き
に
よ
り

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
卒
業
生
も

い
ま
す
。
英
語
教
員
と
な
っ
た
卒
業
生
の
教
え

子
た
ち
が
敬
和
に
入
学
し
て
く
れ
る
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。
南
米
の
農
園
で
働
く
卒
業
生
に

や
っ
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
と
、
彼
ら
よ
り
も

一
五
年
ほ
ど
後
輩
で
同
業
の
卒
業
生
が
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
接
点
の
な
い
卒
業
生
同
士
が
つ

な
が
る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
最
近
で

は
、
敬
和
学
園
高
校
の
卒
業
生
も
含
め
て
、
親

子
二
代
で
「
敬
和
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
卒
業

生
や
、
お
子
さ
ん
を
二
人
、
三
人
と
敬
和
に
送
っ

て
く
だ
さ
る
ご
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
。
保
護

者
の
方
々
や
先
生
方
か
ら
本
学
の
教
育
に
信
頼

を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
本
当
に
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。
人
間
を
育
て
る
こ
と
は
や

は
り
す
ば
ら
し
い
仕
事
だ
と
思
う
と
同
時
に
、

そ
の
負
託
に
応
え
る
責
任
も
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
学
の
掲
げ
る
教
育
の
三
本

の
柱
を
中
心
に
、
敬
和
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教

育
に
つ
い
て
、
私
の
考
え
を
整
理
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
キ
リ
ス
ト
教
教
育

　

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
成
果
は
「
人
」
で

す
。
本
学
で
は
、
神
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
人
間

は
み
な
「
等
し
く
尊
い
」
と
し
て
一
人
ひ
と
り

の
尊
厳
を
守
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
の
人
間
観
に
基
づ

き
、
人
権
・
共
生
・
平
和
に
重
点
を
置
い
た
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
キ
リ
ス
ト
教
学
」
で

キ
リ
ス
ト
教
や
聖
書
に
親
し
む
一
方
で
、
毎
週

金
曜
日
の
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
・
ア

ワ
ー
で
の
礼
拝
と
学
内
外
の
講
師
の
講
話
の
中

で
、
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
、
学
生
生
活
を
ど

の
よ
う
に
送
る
か
、
私
た
ち
の
住
む
町
や
世
界

は
ど
の
よ
う
な
美
点
と
課
題
を
持
っ
て
い
る
か

な
ど
、
学
生
が
深
く
広
く
考
え
ら
れ
る
時
間
を

守
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
、

敬
和
学
園
高
校
と
共
同
で
広
島
女
学
院
大
学
な

ど
で
の
平
和
学
習
に
参
加
す
る
活
動
や
、
病
院

敬
和
学
園
大
学
長  

金
山
愛
子
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化
（
ア
マ
ド
コ
ロ
ア
イ
ス
は
絶
品
で
す
！
）
に

挑
戦
し
た
り
、
政
策
提
言
を
す
る
新
発
田
市
ド

ラ
フ
ト
会
議
に
参
加
し
た
り
し
ま
す
。
環
境
経

済
学
の
ゼ
ミ
で
は
佐
渡
で
朱
鷺
の
来
る
ビ
オ

ト
ー
プ
作
り
を
し
、
文
化
人
類
学
を
学
ぶ
学
生

は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
寺
院
で
食
事
を
共
に
し
、
こ

れ
ま
で
出
合
っ
て
こ
な
か
っ
た
文
化
や
宗
教
を

学
び
ま
す
。
児
童
英
語
教
育
を
学
ぶ
学
生
は
公

民
館
で
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教
え
る
な
ど
、

活
動
内
容
は
実
に
多
彩
で
す
。
小
さ
な
大
学
と

し
て
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
地
域
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
が
、「
実
践
す
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」

の
学
び
に
よ
り
、
教
室
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験

を
通
し
て
成
長
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
教

職
課
程
や
社
会
福
祉
士
養
成
課
程
に
加
え
て
、

こ
の
よ
う
な
学
生
た
ち
が
将
来
地
域
で
ど
ん
な

働
き
を
し
て
く
れ
る
か
楽
し
み
で
す
。

●
国
際
理
解
教
育

　

本
学
は
、
開
学
時
よ
り
海
外
留
学
が
盛
ん
で
、

新
発
田
市
は
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
所
在
地

の
ア
イ
オ
ワ
州
オ
レ
ン
ジ
・
シ
テ
ィ
と
姉
妹
都

市
提
携
を
結
ん
で
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
ま
ん
延
で
留
学
を
諦
め

ざ
る
を
得
な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
が
、
海
外

と
つ
な
が
る
火
種
を
灯
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．に
あ
る
ハ
ワ
ー

ド
大
学
は
、
外
務
省
が
推
進
す
る
「
対
日
理
解

促
進
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
カ
ケ
ハ
シ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
で
行
わ
れ
る
「
カ
ケ
ハ
シ
・
イ
ノ

ウ
エ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
、
か
つ
て
本

学
主
催
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
た
縁
で
、

本
学
を
パ
ー
ト
ナ
ー
校
に
選
ん
で
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
今
年
の
二
、三
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇

名
近
い
学
生
が
互
い
の
大
学
を
訪
問
し
、
交
流

の
時
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
学
生
た
ち
が

平
和
を
築
く
「
架
け
橋
」
に
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
こ

の
三
年
間
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
中
国
や
デ
ン
マ
ー

ク
か
ら
発
信
さ
れ
る
授
業
や
国
際
理
解
講
座
を

受
け
た
学
生
も
い
ま
す
。
黒
龍
江
大
学
の
長
期

留
学
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
た
学
生

を
含
む
三
人
が
、
こ
の
夏
、
黒
龍
江
大
学
に
短

期
留
学
し
ま
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
バ
ァ
ナ

ゴ
ッ
プ
・
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
受
け
た
学
生
の
中
か
ら
一
〇
名
が
昨
年

夏
に
デ
ン
マ
ー
ク
研
修
に
出
か
け
ま
し
た
。
今

夏
は
欧
米
や
豪
州
も
含
め
、
留
学
が
活
発
に
な

り
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て

い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　

格
安
航
空
会
社
の
ピ
ー
チ
ア
ヴ
ィ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
創
始
者
は
、
会
社
の
存
在
意
義
は
「
戦
争

を
な
く
す
こ
と
」
と
語
っ
た
そ
う
で
す
。
過
去

の
不
幸
な
戦
争
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、

人
々
が
お
互
い
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
。

若
い
人
に
は
世
界
へ
出
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
を
体
験
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
か
ら
、
格

安
で
飛
行
機
を
飛
ば
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
留

学
が
難
し
い
時
期
に
も
諦
め
ず
に
で
き
る
こ
と

を
模
索
し
た
お
か
げ
で
、
世
界
の
こ
と
を
知
る

機
会
が
完
全
に
失
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
も
、
学
生
が
積
極
的
に
海
外
で

学
べ
る
よ
う
後
押
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
平
和
の
器
と
な
る

　

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
は
、
偏
見
か
ら
解
放

さ
れ
て
精
神
が
自
由
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た

市
民
教
育
で
す
。
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
で
は
諸
科

学
・
諸
学
問
を
関
連
づ
け
て
真
理
を
探
究
し
ま

す
。
直
感
や
先
入
観
で
物
事
を
決
め
よ
う
と
し

な
い
思
考
の
粘
り
強
さ
と
柔
軟
さ
、
視
野
の
広

さ
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
自
分
自

身
の
見
方
が
偏
っ
て
い
な
い
か
、
常
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
言

語
や
哲
学
や
歴
史
や
政
治
や
福
祉
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
を
学
ぶ
の
は
、
物
事
を
多
面
的
に
考

え
る
た
め
の
知
識
や
考
え
方
を
得
る
た
め
で

す
。
地
域
や
海
外
で
活
動
す
る
の
は
、
視
野
を

広
げ
、
人
々
と
共
生
す
る
姿
勢
や
手
段
を
体
得

す
る
た
め
で
す
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
必
要
な
の

か
？
た
と
え
小
さ
な
営
み
で
あ
っ
て
も
、
学
生

自
身
が
誰
か
の
幸
せ
の
た
め
に
尽
力
す
る
平
和

の
器
と
な
る
た
め
で
す
。
平
和
は
国
家
間
の
政

治
的
問
題
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と

り
の
家
庭
に
お
い
て
、
大
学
や
職
場
で
、
友
達

と
の
間
で
、
異
な
る
宗
教
や
文
化
を
持
つ
人
々

の
間
で
日
々
実
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
今
日
的
な
問
題
と
し
て
は
、
自
然
環

境
保
護
の
問
題
や
A
I
の
適
切
な
活
用
法
の

検
討
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
学
で
は
学
生
の
学
修
成
果
を
可
視
化
す
る
こ

と
で
、
大
学
教
育
の
質
を
自
ら
保
証
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

ユ
ニ
ー
ク
な
改
革
を
重
ね
、
敬
和
に
来
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
研
究
と
教

育
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
小
さ
い
な
が

ら
、
堅
固
で
自
由
な
風
の
渡
る
大
学
で
あ
り
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

C
lo

se u
p
 0

2
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卒業式

卒
業
生
代
表　
　
　

板
谷　

瞳

 
二
〇
二
二
年
度 

卒
業
式
の
ご
報
告

新
し
い
社
会
人
生
活
へ
の
旅
立
ち

　

私
は
、
社
会
福
祉
士
養
成
課
程
で
社
会
福
祉

の
理
論
と
実
践
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
学
ん
だ
の
は
、
多
様
な
視
点
か
ら
物
事
の
本

質
を
捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
で
す
。
四
年
間
の

学
び
を
通
じ
て
、
物
事
の
背
景
に
目
を
向
け
、

そ
れ
ら
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
理
由
や
意
図
を

探
る
力
を
培
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

学
び
を
深
め
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で

気
づ
き
を
得
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

そ
の
気
づ
き
に
は
、
自
分
自
身
の
偏
見
や
考
え

方
の
傾
向
と
い
っ
た
自
分
自
身
に
対
す
る
も
の

と
、
差
別
や
権
利
擁
護
の
視
点
か
ら
日
常
生
活

を
見
直
す
と
い
っ
た
社
会
に
対
す
る
も
の
の
二

つ
が
あ
り
ま
し
た
。
所
属
し
た
ゼ
ミ
で
は
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
実
践
的
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
地
域
の
困
り
ご
と
や
課
題
に
つ
い
て
、
地

域
の
方
と
一
緒
に
考
え
、
そ
の
解
決
の
た
め
に

調
査
や
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
超
え
て
地
域
と
そ

の
未
来
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
の
価
値
に
気

づ
き
、
加
え
て
、
仲
間
と
対
話
を
重
ね
、
協
力

し
て
物
事
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
も
実

感
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
大
学
生
活
で
得
た

学
び
と
経
験
を
生
か
し
て
、
利
用
者
さ
ま
の

日
々
の
生
活
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

卒業生たちから山田学長に感謝状が贈られました

　

二
〇
二
二
年
度
卒
業
式
が
聖
籠
町
町
民
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
本
学
体
育

館
を
会
場
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
四
年
ぶ
り

に
会
場
を
戻
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ス
ク
着
用
を
緩
和
し
て
の
実
施
と
し
、
会

場
は
晴
れ
着
を
着
た
卒
業
生
と
教
職
員
の
笑
顔

に
よ
り
、
一
段
と
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
山
田
耕
太
学
長
か
ら
卒

業
生
一
人
ひ
と
り
に
「
卒
業
証
書
・
学
位
記
」

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
生
活
の
大
半
を
コ
ロ
ナ
禍
で
過
ご
し
、

苦
し
い
思
い
と
同
時
に
、
新
し
い
生
活
様
式
の

中
で
の
学
び
を
共
に
実
践
し
て
き
た
卒
業
生
た

ち
で
す
。
敬
和
学
園
大
学
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

教
育
に
お
い
て
培
っ
た
確
か
な
価
値
観
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
次
の
時
代
を
創
造
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

九
月
一
四
日
の
理
事
会
で
、
山
田
耕
太
前

学
長
に
敬
和
学
園
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
山
田
先
生
は
一
九
九
一

年
に
生
ま
れ
た
本
学
の
礎
を
作
り
、
三
二
年

間
に
わ
た
っ
て
尊
い
働
き
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
開
学
二
〇
周
年
に
あ
た
っ
て
は
、

作
曲
家
の
大
中
恩
氏
の
も
と
に
出
向
か
れ
、

素
敵
な
校
歌
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
〇
一
五
年
に
学
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
は

「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
化
」
の
実
現
の
た
め
、

学
生
寮
「
向
山
寮
」
を
軌
道
に
乗
せ
、
学
長

裁
量
費
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活

性
化
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
が
思
い

描
い
て
い
た
「
愛
と
希
望
の
溢
れ
る
学
び
の

共
同
体
」
に
向
け
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

次
の
ペ
ー
ジ
へ
と
進
み
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
長　

金
山
）

山
田
耕
太
前
学
長
に
名
誉
教
授
授
与

左から榎本理事長、山田名誉教授、金山学長
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入学式

　

私
が
こ
の
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
今
ま
で
と

違
う
と
思
っ
た
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
ど
ん
な
こ
と
も
自
分
で
情
報
を

入
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
知

り
た
い
情
報
は
自
分
か
ら
掴
み
に
い
か
な
け
れ

ば
何
も
わ
か
ら
な
い
と
学
び
ま
し
た
。
大
学
で

は
ま
と
ま
っ
た
自
由
な
時
間
が
あ
る
の
で
、
自

身
を
見
つ
め
直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
高
校
よ
り
も
外
部
と
の
つ
な
が

り
が
強
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
に
出
会

わ
な
か
っ
た
考
え
の
人
と
出
会
う
よ
い
機
会
だ

と
思
い
ま
す
。
私
は
出
会
っ
た
人
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
も
の
の
見
方
を
学
び
、
多
面
的
な
考
え
を

持
っ
て
視
野
を
広
げ
る
と
同
時
に
、
自
分
と
違

う
思
考
を
知
る
こ
と
で
改
め
て
自
分
を
知
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
四
年
間
は
自
分
が
本
当
に
興

味
の
あ
る
こ
と
を
学
べ
る
最
適
な
環
境
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
高
校
生
ま
で
は
ほ
と
ん
ど

が
必
修
科
目
で
し
た
が
、
大
学
に
は
ゼ
ミ
や

コ
ー
ス
科
目
が
あ
り
ま
す
。
専
門
分
野
を
学
び
、

そ
れ
に
対
し
て
す
ぐ
に
質
問
で
き
る
と
い
う
機

会
は
大
学
以
外
に
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
成
し
遂
げ
て
丁
寧

に
四
年
間
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

新
入
生
代
表　
　
　
　

山
口　

の
あ

 
二
〇
二
三
年
度 

入
学
式
の
ご
報
告

新
入
生
と
共
に
歩
み
を
す
す
め
る
四
年
間
が
ス
タ
ー
ト

新入生代表による宣誓

　

二
〇
二
三
年
度
入
学
式
は
、
卒
業
式
同
様
、

会
場
を
本
学
体
育
館
か
ら
新
発
田
市
民
文
化
会

館
に
戻
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

讃
美
歌
斉
唱
、
下
田
尾
宗
教
部
長
に
よ
る
祈

祷
の
あ
と
、
入
学
者
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
今
年
度
就
任
し
た
金
山
学
長
が

入
学
者
の
入
学
許
可
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

学
長
か
ら
の
式
辞
で
は
、
こ
れ
か
ら
大
学
生

活
を
始
め
る
新
入
生
に
対
し
、「
人
と
出
会
い
、

新
し
い
知
識
や
考
え
方
を
得
、
誰
か
の
た
め
に

身
体
を
動
か
し
、
あ
る
い
は
自
然
に
関
わ
る
こ

と
を
通
し
て
、
平
和
を
つ
く
り
出
す
第
一
歩
を

歩
み
だ
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
激
励
を
含

め
た
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
人
権
・
共
生
・
平
和

に
重
点
を
置
い
た
教
育
に
よ
り
、
新
入
生
と
共

に
四
年
間
の
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
発
田
市
ま
ち
づ
く
り
ド
ラ
フ
ト
会
議 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ 

に
堀
野
ゼ
ミ
が
参
加

し
、「
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
創
設
を
提
案

し
ま
し
た
。
新
発
田
市
で
は
近
年
、
大
き
な

災
害
が
起
き
て
い
な
い
た
め
災
害
に
対
す
る

市
民
の
危
機
意
識
が
低
下
し
て
い
る
と
の
調

査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
平
常
時
か
ら

防
災
の
こ
と
を
学
べ
る
拠
点
を
廃
校
を
活
用

し
て
つ
く
る
と
い
う
提
案
を
し
ま
し
た
。
提

案
に
あ
た
り
、
上
越
と
中
越
に
あ
る
防
災
教

育
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
候
補
地
で
あ
る
米

倉
地
域
の
住
民
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
ジ
オ
ラ
マ
や
模
型
を
作
成
し

提
案
内
容
が
視
覚
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に

工
夫
し
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
よ
い
ま
ち
づ

く
り
実
践
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。　
（
共
生
社
会
学
科　

堀
野
）

ま
ち
づ
く
り
ド
ラ
フ
ト
会
議
の
ご
報
告

ジオラマを使って説明する学生たち
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退職教員のごあいさつ

　

敬
和
学
園
大
学
で
過
ご
し
た
一
二
年
間
は
、

新
潟
の
空
を
白
鳥
が
飛
び
ゆ
く
よ
う
に
あ
ま
り

に
も
早
く
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

生
ま
れ
の
私
は
、
人
生
の
五
分
の
一
を
新
潟
で

過
ご
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
敬
和
学
園
大
学

の
教
員
採
用
面
接
の
日
は
、
あ
ま
り
の
雪
の
多

さ
で
電
車
が
止
ま
り
、
大
学
で
行
わ
れ
る
予
定

だ
っ
た
面
接
が
新
潟
市
内
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
新
潟
の
住
人
と
し
て
過

ご
し
た
最
後
の
冬
、
再
び
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
木
々
や
山
、
田
ん
ぼ
に
積
も
る
輝
く
雪

景
色
は
、
い
つ
も
私
の
心
に
元
気
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
、
季
節
や
そ
の
移
り
変

わ
り
、
目
標
や
思
い
出
に
強
い
思
い
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
潟
で
暮
ら
し
、
働
き
、

遊
び
、
教
え
た
思
い
出
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
持
っ
て
い
く
ど
ん
な
物
質
的
な
も
の
よ
り
も

大
切
な
も
の
で
す
。
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
私

が
敬
和
学
園
大
学
で
触
れ
合
っ
た
一
人
ひ
と
り

の
学
生
や
同
僚
の
皆
さ
ん
に
個
人
的
に
感
謝
を

伝
え
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
を
す
れ
ば
、

こ
の
コ
ラ
ム
ど
こ
ろ
か
、
大
き
な
一
冊
の
本
が

で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

代
わ
り
に
い
く
つ
か
の
格
別
に
心
に
残
る
思

い
出
を
記
し
ま
す
。
日
本
や
タ
イ
、
ロ
シ
ア
、

韓
国
、
台
湾
で
、
学
生
た
ち
が
外
国
の
若
者
た

ち
と
意
見
を
交
換
し
、
経
験
を
共
有
す
る
姿
を

小
さ
な
大
学
な
ら
で
は
の
や
り
が
い

英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科　

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
グ
ッ
ド
マ
ー
カ
ー

見
ら
れ
た
こ
と
。
学
生
た
ち
と
並
び
立
ち
、
福

島
潟
で
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
動
植
物
を
守
る
活

動
を
し
た
り
、
海
岸
清
掃
を
行
っ
た
こ
と
。
学

生
た
ち
か
ら
命
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
こ
と
。
学

生
た
ち
が
批
判
的
思
考
や
言
語
の
ス
キ
ル
を
高

度
に
成
長
さ
せ
て
い
く
様
子
を
見
守
れ
た
こ

と
。
そ
し
て
学
生
た
ち
が
私
に
対
し
て
、
文
化

や
環
境
問
題
、
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
深
い
質
問
を
し
て
く
れ
た
こ
と
。

　

敬
和
学
園
大
学
の
よ
う
な
小
規
模
な
大
学
ゆ

え
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
、
教
員

が
一
人
ひ
と
り
の
学
生
た
ち
と
四
年
間
を
通
じ

た
交
流
が
で
き
る
点
で
す
。
一
年
次
に
英
会
話

を
教
え
て
い
た
学
生
が
、
数
年
後
に
ま
た
私
の

別
の
授
業
を
受
講
し
ま
す
。
こ
う
し
て
恥
ず
か

し
が
り
屋
の
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
が
、
自
信

と
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
大
人
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
さ
ま
を
目
撃
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
過
程
で
私
の
役
割
は
さ
さ
い
な
も
の
で
し

た
が
、
自
分
に
誇
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で

し
た
。
教
え
る
仕
事
は
本
当
に
や
り
が
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
、
私
は
新
し
い
挑
戦
を
始
め
ま
す
。
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
書
く
こ
と
と
教
え
る
こ
と
が
好

き
で
し
た
。
教
員
と
し
て
教
材
を
作
り
、
こ
の

二
つ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
新
た
な
方
法
で
自
分
を
表
現
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
私
の
新
し
い
目
標
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
主
題
で
小
説
や
詩
、
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
こ
と

で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

一
九
九
三
～
二
〇
〇
四
年
度
ま
で
敬
和
学

園
大
学
の
教
職
課
程
の
設
置
と
充
実
に
多
大

な
貢
献
を
な
さ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
教
育
制
度

や
英
文
学
に
造
詣
が
深
い
柴
沼
晶
子
先
生
が

本
年
三
月
二
九
日
に
天
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
と
合
宿
に
出
か
け
た
り
、
新
し
く
で

き
た
聖
籠
中
学
校
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
道
を
開
く
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
敬
和
の
教

職
課
程
の
教
育
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
前
の
四
週
間
ア
ド
ベ
ン
ト

の
季
節
に
な
る
と
敬
和
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
が
闇
夜
に
光
を
放
ち
ま
す
が
、
こ
の
ツ

リ
ー
は
柴
沼
先
生
が
ご
寄
贈
く
だ
さ
っ
た
も

の
で
す
。「
世
の
光
」
と
し
て
「
希
望
の
光
を

照
ら
し
続
け
よ
」
と
の
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
し
か
と
受
け
取
り
、
敬
和
へ
の
貢
献
に

感
謝
し
つ
つ
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。
先
生

の
キ
リ
ス
ト
者
、
教
育
者
と
し
て
の
香
り
は

私
た
ち
の
中
に
残
り
続
け
ま
す
。
柴
沼
先
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
学
長　

金
山
）

柴
沼
晶
子
先
生
追
悼



歴
史
は
現
在
と
過
去
の
終
わ
り
な
き
対
話

　
「
歴
史
と
は
、
歴
史
家
と
そ
の
事
実
の
あ
い

だ
の
相
互
作
用
の
絶
え
ま
な
い
プ
ロ
セ
ス
で
あ

り
、
現
在
と
過
去
の
あ
い
だ
の
終
わ
り
の
な

い
対
話
な
の
で
す
」（
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
、
近
藤

和
彦
訳
『
歴
史
と
は
何
か 

新
版
』
岩
波
書
店
、

二
〇
二
二
年
、
四
三
頁
）。
こ
れ
は
歴
史
学
を

志
す
人
な
ら
必
ず
読
み
、
あ
る
い
は
聞
く
有
名

な
一
文
で
す
。
私
も
大
学
一
年
の
時
、
歴
史
学

の
先
生
か
ら
こ
の
本
を
読
む
よ
う
勧
め
ら
れ
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

歴
史
の
学
び
方
に
は
二
つ
の
形
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
い
ま
目
の
前
に
あ
る
問
題
の
根
源

を
過
去
へ
さ
か
の
ぼ
る
形
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

過
去
の
姿
に
出
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
い
ま
を

見
つ
め
直
す
形
で
す
。
ど
ち
ら
の
場
合
に
も
、

歴
史
認
識
は
現
在
へ
の
問
題
意
識
と
密
接
に
関

係
し
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
の
場
所
で
、
共
に
歴
史
を
学
ぶ

意
味
は
何
だ
ろ
う
か
―
。
私
は
い
ま
、
そ
ん
な

こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
日
本
近
現
代
史
を
中
心

と
す
る
授
業
の
仕
方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
が
自
分
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
歴
史
に
向

き
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
少
し
で
も
多
く

の
手
が
か
り
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、
講
義
や
演
習
で
ご
一
緒
し
た

際
に
は
、
い
ま
思
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国
際
文
化
学
科　
　

金き
む　

耿き
ょ
ん
ほ昊

　

こ
の
四
月
か
ら
、
生
ま
れ
育
っ
た
九
州
を
離

れ
、
長
崎
か
ら
新
潟
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
赴
任
す
る
直
前
に
長
崎
の

中
国
総
領
事
館
の
方
と
お
話
し
し
た
の
で
す

が
、
真
っ
先
に
「
新
潟
に
も
総
領
事
館
が
あ
り

ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
長
崎
と
同
じ
く
、

新
潟
も
日
米
修
好
通
商
条
約
で
開
か
れ
た
五
港

の
一
つ
。
ア
ジ
ア
か
ら
の
関
心
も
、
確
実
に
高

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

九
州
は
、
コ
ロ
ナ
禍
直
後
で
あ
っ
て
も
、
す

ぐ
に
中
国･

韓
国
か
ら
の
観
光
客
で
溢
れ
か

え
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
少
期
か
ら
街
の

案
内
表
示
に
も
中
国
語
や
ハ
ン
グ
ル
文
字
の
表

記
が
あ
る
の
を
日
常
的
に
目
に
し
て
き
ま
し

た
。
新
潟
で
は
、
中
国
や
韓
国
と
の
距
離
感
が

九
州
と
は
異
な
る
よ
う
で
す
が
、
い
ず
れ
ア
ジ

ア
と
の
交
流
も
日
増
し
に
増
え
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
時
に
は
九
州
と
は
ま
た
異
な
る

交
流
の
在
り
方
が
生
ま
れ
る
の
で
は
と
い
う
興

味
と
同
時
に
、
そ
う
い
っ
た
交
流
を
今
後
担
っ

て
い
く
人
材
を
育
て
ら
れ
る
こ
と
に
、
強
い
期

待
と
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
持
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
史
研
究
の
知
識

と
中
国
語
教
育
の
ス
キ
ル
を
最
大
限
に
生
か
し

て
、
人
材
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う

か
皆
さ
ま
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
と
日
本
の
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
を
結
ぶ

国
際
文
化
学
科　
　

土
居　

智
典
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新任教員のごあいさつ

　

一
九
九
三
～
一
九
九
九
年
度
ま
で
本
学
教

授
と
し
て
、
そ
の
後
四
年
間
客
員
教
授
と
し

て
ア
メ
リ
カ
文
学
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
サ

ン
フ
ォ
ー
ド
・
M
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
テ
イ
ン
先

生
が
本
年
五
月
五
日
に
天
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
敬
和
の
学
生
の
懸
命
な
努
力
が
敬
和
の
評

価
に
つ
な
が
る
」
と
お
っ
し
ゃ
る
先
生
は
、

学
生
に
厳
し
い
（
英
語
で
言
うd

em
an

d
in

g

）

先
生
で
し
た
が
、
ご
自
分
で
書
き
下
ろ
し
た

米
文
学
史
の
テ
キ
ス
ト
を
用
意
さ
れ
、
授
業

も
試
験
も
英
語
。
一
五
〇
人
も
い
る
学
生
を

一
人
ず
つ
研
究
室
に
呼
ん
で
詩
の
暗
唱
を
さ

せ
る
な
ど
、
懇
切
丁
寧
に
指
導
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
文
学
者
で
あ
り
歌
人
で
も
い
ら
し

た
先
生
は
、
与
謝
野
晶
子
や
石
川
啄
木
を
紹

介
し
、
欧
米
で
は
「
英
文
短
歌
の
父
」
と
し

て
著
名
で
し
た
。
学
生
を
愛
し
鍛
え
、
敬
和

の
英
語
教
育
の
礎
を
築
い
て
く
だ
さ
っ
た

ゴ
ー
ル
ド
ス
テ
イ
ン
先
生
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
（
学
長　

金
山
）

サ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
テ
イ
ン
先
生
追
悼



●収入の部 単位：円
科   目 2022 年度予算 2022 年度決算 2023 年度予算

後援会費 27,480,000 26,850,000 25,840,000 

雑収入 1,000 39 100 

学生団体より戻入れ金 200,000 1,171,217 200,000 

収入小計 27,681,000 28,021,256 26,040,100 

前年度繰越 13,059,957 13,059,957 8,173,056 

収入の部合計 40,740,957 41,081,213 34,213,156 

●支出の部 単位：円
科   目 2022 年度予算 2022 年度決算 2023 年度予算

事業活動費 6,050,000 3,554,273 7,670,000 

会議費 200,000 65,411 200,000 

事務費 30,000 30,000 30,000 

通信費 2,080,000 903,594 1,180,000 

印刷製本費 1,200,000 543,730 550,000 

手数料 10,000 7,878 10,000 

学生クラブ補助費 4,500,000 4,500,000 4,500,000 

学生開放施設光熱費補助 700,000 700,000 1,000,000 

学園祭補助費 3,500,000 3,500,000 4,000,000 

体育施設設備費 4,502,375 4,502,375 4,502,375 

その他の施設設備補助費 8,550,000 8,510,840 6,413,000 

旅費交通費 100,000 57,000 100,000 

雑費 400,000 33,056 400,000 

予備費 2,918,582 0 1,657,781 

部室棟修繕費積立金
（特別会計）

6,000,000 6,000,000 2,000,000 

支出小計 40,740,957 32,908,157 34,213,156 

次年度繰越金 0 8,173,056 0 

支出の部合計 40,740,957 41,081,213 34,213,156 
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　一

般
寄
付
者
ご
芳
名

　
（
二
〇
二
三
年
八
月
三
一
日
現
在
、
敬
称
略
）

〈
一　

般
〉

　

相
澤
和
子
、    

千
葉
眞
、       

茅
原
明
子
、

　

遠
藤
淳
子
、　

廣
瀬
圭
太
・
恵
子･

智
彰･

愛
未
、

　

池
田
五
三
雄
、
松
澤
郁
子
、    

中
俣
正
美
、

　

大
西
し
げ
子
、
　

佐
伯
ヒ
サ
エ
、

   

坂
間
昭
、

　

笹
川
寛
、        

竹
内
孝
浩
、　 

田
村
道
子
、

　

山
田
園
子
、    

山
際
多
美
子
、

  

山
下
佳
弘
、

　

安
田
光
一
、

　

日
本
基
督
教
団
新
井
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
東
中
通
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
東
中
通
教
会
婦
人
会
、

　

一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｂ
Ｓ
社
団
、

　

希
望
の
園 

渡
辺
美
穂
、

　

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
、

　

日
本
基
督
教
団
京
都
丸
太
町
教
会
シ
オ
ン
会
、

　

日
本
基
督
教
団
見
附
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
新
潟
地
区
教
育
部
、

　

日
本
基
督
教
団
新
潟
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
新
潟
教
会
婦
人
会
、

　

新
潟
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
、

　

日
本
基
督
教
団
新
津
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
大
宮
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
佐
渡
教
会
、

　

新
発
田
朝
祷
会 

守
弘
士
朗
、

　

し
ば
た
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
、

　

日
本
同
盟
基
督
教
団
新
発
田
キ
リ
ス
ト
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
新
発
田
教
会

  
二
〇
二
三
年
度 

後
援
会
総
会
の
ご
報
告

大
学
と
学
生
・
保
護
者
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て

　

四
月
六
日
、
入
学
式
終
了
後
、「
二
〇
二
三
年

度
後
援
会
総
会
」
を
三
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催

し
ま
し
た
。
顧
問
の
金
山
学
長
よ
り
ご
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
い
た
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

小
竹
事
務
局
長
よ
り
二
〇
二
二
年
度
決
算
報

告
、
次
に
田
中
理
事
か
ら
二
〇
二
三
年
度
事
業

計
画
な
ら
び
に
予
算
（
案
）
を
説
明
し
、
皆
さ

ま
の
賛
意
の
も
と
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
学
生
た
ち
が
勉
学
に
い
そ
し
む

環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
金
山
学
長
を
は
じ
め

教
職
員
の
方
々
と
日
ご
ろ
の
学
生
た
ち
の
様
子

や
保
護
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望
を
う
か
が
い

な
が
ら
事
業
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。
事
業

内
容
と
し
ま
し
て
、
七
月
に
就
職
に
向
け
て
三

年
生
保
護
者
を
対
象
と
し
た
「
就
職
懇
談
会
」、

一
一
月
に
一･

二
年
生
保
護
者
を
対
象
と
し
た

「
保
護
者
懇
談
会
」、
一
二
月
に
企
業
関
係
者
を

お
招
き
し
、
敬
和
教
育
の
方
針
と
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
「
企
業
と
の
情
報
交
換
会
」、

二
月
に
は
多
く
の
企
業
を
大
学
に
お
招
き
す
る

「
学
内
合
同
企
業
説
明
会
」
を
開
催
し
、
就
職
委

員
会
の
教
職
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
学
生
た
ち

の
就
職
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
充
実
し
た
学
生
生
活
た
め
に
「
学
生
団
体
」

や
「
学
園
祭
」
の
援
助
を
は
じ
め
、
授
業
環
境

の
整
備
に
も
支
援
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
共
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
（
後
援
会
長　

五
十
嵐
）

後援会
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共
生
社
会
学
科
四
年　

神
田　

侑
菜

授業紹介

　

私
は
、
ア
マ
ド
コ
ロ
を
使
っ
た
商
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ア
マ
ド
コ
ロ
と
は
、
粟

島
に
自
生
し
て
い
る
植
物
で
、
韓
国
で
は
お
茶

や
漢
方
薬
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ア
マ

ド
コ
ロ
を
使
っ
た
商
品
開
発
の
活
動
は
、
こ
れ

ま
で
趙
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
た
先
輩
方
か
ら
続

い
て
い
る
取
り
組
み
で
、
二
〇
一
九
年
に
は
ア

マ
ド
コ
ロ
・
ミ
ル
ク
ア
イ
ス
の
開
発
・
商
品
化

に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
に
続
く
商
品
と
し
て
、
ア
マ
ド

コ
ロ
・
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
の
開
発
を
進
め
て

い
ま
す
。
二
年
生
前
期
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
レ

ン
ド
割
合
を
試
し
、
三
年
生
前
期
で
粟
島
地
域

住
民
の
方
々
、
そ
し
て
、
後
期
に
は
敬
和
祭
で

趙
ゼ
ミ
生
以
外
の
学
生
や
一
般
の
お
客
さ
ま
に

も
試
飲
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
敬
和
祭
で
は
、
試
飲
し
て
い
た
だ
い
た
お

客
さ
ま
か
ら
「
お
い
し
い
」
と
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
け
た
こ
と
や
、
具
体
的
な
風
味
の
感

想
を
お
聞
き
し
た
こ
と
で
商
品
化
に
向
け
て
大

き
く
前
進
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
、
今
後

の
開
発
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ア
マ
ド
コ
ロ
コ
ー
ヒ
ー
を
商
品
化
す

る
こ
と
で
、
粟
島
の
地
域
活
性
化
や
障
が
い
者

雇
用
、
農
業
と
福
祉
を
組
み
合
わ
せ
た
農
福
連

携
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

授
業
紹
介
○
「
農
福
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　

担
当: 

趙
晤
衍

　

趙
ゼ
ミ
で
は
、
二
〇
二
二
年
度
よ
り
粟
島
や

新
発
田
市
上
三
光
を
舞
台
に
農
福
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
農
業
が
抱
え
る
課
題
に
、
例
え
ば
就

労
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
障
が
い
者
が
協
力
す

る
こ
と
で
、
双
方
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
の
が
農
福
連
携
の
醍
醐
味
で
す
。

　

趙
ゼ
ミ
で
は
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
粟

島
の
特
産
品
開
発
を
目
指
し
た
ア
マ
ド
コ
ロ
を

使
っ
た
ミ
ル
ク
ア
イ
ス
や
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
の
商
品
化
（
六
次
産
業
化
）
や
、
上
三
光

で
の
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た
豆
や
エ
ゴ
マ
の

栽
培
を
、
地
域
住
民
や
福
祉
施
設
、
高
校
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

（
共
生
社
会
学
科　

趙
）

　
　〈

卒
業
生
・
在
学
生
・
保
護
者
〉

　

新
田
和
子
（
一
）、        

中
野
貴
之
（
四
）、

　

佐
藤
浩
雄
（
四
）、　　

  

山
本
恵
嗣
（
一
一
）、

　

西
山
ま
ど
か
（
旧
姓 

宮
澤
）（
一
四
）、

　

長
谷
川
達
也
（
二
一
）、
前
田
涼
（
二
八
）、

　

大
倉
裕
二
（
二
九
）

〈
学
園
関
係
〉

　

姜
杰
裕
、             

金
山
愛
子
（
２
）、  

　

川
村
邦
彦
、　　

   

清
水
明
次
、

　

高
加
茂
早
苗
、      

竹
前
篤
、

　

田
邊
昌
邦
（
２
）、
山
田
耕
太
（
２
）、

　

横
山
由
美
子
、      

吉
澤
昭
男
、

　

後
援
会
（
6
）、    

オ
レ
ン
ジ
会
（
２
）

（　

）
内
、
漢
数
字
は
期
生
、
算
用
数
字
は
回
数

　　

本
誌
「
敬
和
カ
レ
ッ
ジ
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
今

号
を
も
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
に

移
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
献
金
受
け
入
れ
の
準
備
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
共
、
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
付
は
、
学
生
生
活
の

充
実
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　〈
郵
便
振
替
口
座
〉

　
　
〇
〇
六
三
〇-

九-

一
九
八
九
六

　
　
敬
和
学
園
大
学

  
農
業
の
課
題
と
就
労
の
課
題
を
解
決
す
る
農
福
連
携

22

エゴマの脱穀作業に参加する学生たち
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同窓会リレー・エッセイ

　
　
　学
事
予
告

同
窓
会
リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

52

二
〇
一
一
年
度
卒
業　

　
　

藤
原　

達
矢

　

敬
和
学
園
大
学
と
の
出
合
い
は
、
幸
せ
と
感

謝
の
大
切
さ
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
「
人
生
最

大
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」
で
す
。
現
在
、

母
校
で
あ
る
敬
和
学
園
大
学
の
職
員
と
し
て
就

職
支
援
を
担
当
し
な
が
ら
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

の
コ
ー
チ
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
時
代
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
中
心
に
過

ご
し
て
い
た
の
で
、
大
会
や
遠
征
で
大
学
行
事

に
は
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
思
え
ば
敬

和
の
魅
力
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
当
時
あ
っ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

サ
ー
ク
ル
は
勝
つ
た
め
の
チ
ー
ム
で
は
な
く
、

私
が
二
年
生
の
時
に
松
浦
進
二
監
督
が
就
任
さ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
今
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
が
創
部
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
部
員
が
三
、

四
人
と
少
な
く
、
と
て
も
チ
ー
ム
と
し
て
全
国

優
勝
を
目
指
せ
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

先
が
見
え
ず
不
安
で
、
入
学
し
た
こ
と
を
後
悔

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
学
長

を
は
じ
め
教
職
員
の
皆
さ
ん
、
関
係
者
の
方
々

か
ら
の
声
援
が
私
自
身
を
支
え
て
く
れ
ま
し

た
。
特
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
富
川
先
生
か
ら
は

息
子
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
も
ら
い
、
温
か
く

見
守
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

社
会
人
を
四
年
経
験
し
た
後
に
本
学
に
入
職

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
就
職
支
援
と
競
技
指
導
の

二
足
の
わ
ら
じ
を
履
い
て
今
年
で
八
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
は
経
験
で
き
な
か
っ

た
大
学
行
事
に
も
職
員
と
し
て
参
加
し
、
あ
ら

た
め
て
敬
和
の
人
間
教
育
の
魅
力
を
感
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
チ
と
し
て
責
任
と
重
圧
に

押
し
潰
さ
れ
そ
う
な
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
俺

が
責
任
を
と
る
か
ら
、
お
前
が
思
う
よ
う
に
や

れ
」
と
練
習
の
す
べ
て
を
任
せ
て
く
れ
る
松
浦

監
督
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

に
て
、
創
部
初
と
な
る
男
子
団
体
五
位
入
賞
、

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
三
位
入
賞
と
い
う
結
果
と
な

り
素
直
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
与
え
ら
れ
た

環
境
の
中
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
過
ご
せ
る
こ

と
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
多
く
の
方
々
か
ら
応

援
し
て
も
ら
え
る
チ
ー
ム
づ
く
り
に
日
々
精
進

し
て
い
き
ま
す
。

◆
一
〇
月
◆

一　

日 

総
合
型
選
抜
（
一
期
）
面
談
日
①

九　

日 

ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

一
五
日 

総
合
型
選
抜
（
一
期
）
面
談
日
②

二
六
日 

ふ
れ
あ
い
バ
ラ
エ
テ
ィ

二
八
日 

敬
和
祭
（
二
九
日
ま
で
）

　
　
　

 

進
学
相
談
会
（
二
九
日
ま
で
）

◆
一
一
月
◆

一
一
日 

一
・
二
年
生
保
護
者
と
の
懇
談
会

二
三
日 

学
校
推
薦
型
選
抜
（
一
期
）

◆
一
二
月
◆

一　

日 

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点
灯
式

六　

日 

企
業
と
の
情
報
交
換
会

九　

日 

総
合
型
選
抜
（
二
期
）
面
談
日
①

二
四
日 

冬
期
休
暇
（
一
月
三
日
ま
で
）

二
六
日 

総
合
型
選
抜
（
二
期
）
面
談
日
②

◆
一
月
◆

四　

日 

休
業
（
創
立
記
念
日
振
替
休
日
）

五　

日 

講
義
再
開

九　

日 

卒
業
論
文
提
出
締
切

一
三
日 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
一
四
日
ま
で
）

二
七
日 

後
期
講
義
終
了

二
九
日 

後
期
末
試
験
（
二
月
三
日
ま
で
）

◆
二
月
◆

四　

日 

春
期
休
暇
（
四
月
二
日
ま
で
）

 　
　
　

学
業
特
待
生
選
抜
（
学
力
試
験
型
一
期
）

　
　
　

 

一
般
選
抜
（
Ａ
日
程
）

　
　
　

 

外
国
人
留
学
生
入
学
試
験
（
Ⅰ
期
）

　
　
　

 

社
会
福
祉
士
国
家
試
験

五　

日 

後
期
集
中
講
義
①
（
九
日
ま
で
）

七　

日 

総
合
型
選
抜
（
三
期
）
面
談
日
①

一
三
日 

後
期
集
中
講
義
②
（
一
七
日
ま
で
）

一
四
日 

総
合
型
選
抜
（
三
期
）
面
談
日
②

一
九
日 

後
期
末
追
試
験
（
二
一
日
ま
で
）

　
　
　

 

後
期
集
中
講
義
③
（
二
三
日
ま
で
）

二
二
日 

学
内
合
同
企
業
説
明
会

二
六
日 

一
般
選
抜
（
Ｂ
日
程
）

◆
三
月
◆

四　

日 

再
試
験
（
五
日
ま
で
）

　
　
　

 

図
書
館
蔵
書
点
検
（
八
日
ま
で
）

九　

日 

入
学
前
ス
ク
ー
リ
ン
グ

一
一
日 

学
業
特
待
生
選
抜
（
学
力
試
験
型
二
期
）

　
　
　

 

一
般
選
抜
（
Ｃ
日
程
）

　
　
　

 

外
国
人
留
学
生
入
学
試
験
（
二
期
）

一
九
日 

学
校
推
薦
型
選
抜
（
二
期
）

　
　
　

 

総
合
型
選
抜
（
四
期
）
面
談
日
①
②

二
一
日 
卒
業
式

二
三
日 
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
①

三
一
日 
学
年
終
わ
り

就
職
し
て
気
づ
け
た
幸
せ
と
感
謝

インカレ優勝を目指し、後輩たちを指導



13

新潟北高校大学見学（1 年生 22 名、教員 1 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑳
　説教　藤野豊 教授「キリスト教は『民衆のアヘン』か？」
　講話　内田恭子 新発田市人権啓発課課長補佐「すべての人が生きやすい社会を目指して」

総合型選抜（1 期）合格発表
教授会
チャペル・アッセンブリ・アワー㉑
　説教　齋藤正幸 敬和学園高校教諭「生きる時 死ぬ時」
　講話　2022 年度前期ボランティア活動報告会
探究サミット（高校現場 9 名、新発田市役所 2 名、市内企業 1 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー㉒
　説教　益谷真 教授「み言葉に何度も会う」
　講話　「夏期デンマーク留学研修について」、「国際奨学生中国語オンライン長期留学について」
1・2 年生保護者懇談会（43 名、写真⑤）
フィールド・トレーニング 1（～ 25 日）
相談援助実習 2（～ 26 日）
教授会
チャペル・アッセンブリ・アワー㉓
　説教　山﨑ハコネ 教授「その一羽さえ」
　講話　田中純一 児童健全育成指導士「子どもたちと地域と平島公園」
学校推薦型選抜（1 期）（推薦、特待生推薦、スポーツ推薦）試験日
理事会
チャペル・アッセンブリ・アワー㉔
　説教　榎本榮次 理事長「夜だった」
　講話　Keiwa Peace Project ～祈り・つながり・希望～「積み重ねる平和」
クリスマスツリー点灯式
高校大学合同研修会
教授会

学校推薦型選抜（1 期）（推薦、特待生推薦、スポーツ推薦）合格発表
チャペル・アッセンブリ・アワー㉕
　説教　片岡賢蔵 日本基督教団東中通教会伝道師「楽園に逃げる」
　活動報告　堀野ゼミ「足元から始める高大連携 Keiwa エコキャンドルプロジェクト」
スポーツ大会
企業との就職懇談会（ANA クラウンプラザホテル新潟、59 社）
チャペル・アッセンブリ・アワー㉖
　説教　大澤秀夫 元本学宗教部長「今、この時から始まる」、サンタプロジェクトしばた活動報告
総合型選抜（2 期）面談①
留学生を支える会奨学金贈呈式（写真⑥）
教授会
チャペル・アッセンブリ・アワー㉗
　説教　下田尾治郎 宗教部長「人を恐れず、神を恐れる」
　講話　大竹孔三 Sounding Joy JAPAN 代表「共生社会に貢献するための音楽の役割とは」
講義終了
チャペル・アッセンブリ・アワー㉘
　クリスマス燭火礼拝
　説教　山田耕太 学長「光は闇の中に輝いている」
冬期休暇（～ 1 月 3 日）
総合型選抜（2 期）面談②
FD/SD 研修会　岡田美栄 キャリアドバンス代表「今後実施される個別面談に向けて」
冬期特別休業（～ 1 月 3 日）

創立記念日振替休日
講義再開
総合型選抜（2 期）合格発表
教職課程・教育実習報告会
教授会
チャペル・アッセンブリ・アワー㉙
　説教　池田純平 日本基督教団村上教会牧師「人のものさし、神のものさし」
　講話　和田献太郎 キリスト教教育主事「サンタクロースの精神」
大学入学共通テスト（～ 15 日）
新入留学生交流会（写真⑦）
チャペル・アッセンブリ・アワー㉚
　キリスト教音楽受講者による発表
　説教　山田耕太 学長「最終講義 なぜ新約聖書を学ぶのか」
　後期エッセイコンテスト授賞式、ケーリ・ニューエル奨学金授与式
後期講義終了
後期末試験（～ 28 日）
理事会
共生社会学科全体報告会
春期休暇（～ 4 月 2 日）
後期集中講義期間（～ 2 月 3 日）

学業特待生選抜（学力試験型 1 期）、一般選抜（A 日程）、外国人留学生入学試験（1 期）試験日
カケハシ・プロジェクト（～ 11 日、19 名、写真⑧）
教授会
総合型選抜（3 期）面談①、編入学試験面談①
学業特待生選抜（学力試験型 1 期、共通テスト利用型 1 期）、一般選抜（A 日程、共通テスト利用型 1 期）、
外国人留学生入学試験（1 期）合格発表
後期末追試験（～ 15 日）
総合型選抜（3 期）面談②、編入学試験面談②
入学前スクーリング「大学生活の目標とは」（生徒 109 名、保護者 46 名）
聖籠町キッズ英語教室　英語で遊ぼう②（8 名）
一般選抜（B 日程）試験日
英語文化コミュニケーション学科卒業論文発表会、国際文化学科卒業論文・卒業制作報告会
教授会
サービス・ラーニング報告会①
学業特待生選抜（共通テスト利用型 2 期）、一般選抜（B 日程、共通テスト利用型 2 期）、
総合型選抜（3 期）合格発表

図書館蔵書点検（～ 10 日）
学業特待生選抜（学力試験型 2 期）、一般選抜（C 日程）、外国人留学生入学試験（2 期）試験日
教授会
児童英語教育プログラム最終報告会
サービス・ラーニング報告会②
学内合同企業説明会（95 社）
学業特待生選抜（学力試験型 2 期）、一般選抜（C 日程）、外国人留学生入学試験（2 期）合格発表
長榮大学華語学習と文化体験コース（～ 23 日、2 名）
学校推薦型選抜（2 期）（推薦、特待生推薦、スポーツ推薦）試験日、総合型選抜（4 期）面談日
学業特待生選抜（共通テスト利用型 3 期）、学校推薦型選抜（2 期）（推薦、特待生推薦、スポーツ推薦）、
総合型選抜（4 期）、一般選抜（共通テスト利用型 3 期）合格発表
阿賀北ノベルジャム 2022 グランプリ授賞式・舞台マップお披露目会
聖籠町との包括的連携協定書調印式
卒業式、卒業記念パーティー
オープンキャンパス①（45 名）
理事会・評議員会
学年終わり

チャペル・アッセンブリ・アワー⑦
　説教　和田献太郎 キリスト教教育主事「苦難の中の感謝」
　講話　崎尾均　Botanical Academy 代表「植物から地球環境を考える」
教授会
後援会役員会
チャペル・アッセンブリ・アワー⑧
　説教　益谷真 教授「主の祈り」
　講話　新発田中央地域包括支援センタースタッフ、渡邊美穂 富塚・のぞみの里施設長
　　　　「認知症と共に」
相談援助実習 1（～ 6 月 25 日）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑨
　説教　田中利光 教授「世の光」
　講話　土田雅穂 フードバンクしばた事務局長「フードバンクしばたの活動について」
高校教員対象進学説明会
チャペル・アッセンブリ・アワー⑩
　説教　金山愛子 教授「平和を作りだす」
　講話　永幡嘉之 自然写真家「里山で受け継がれてきたもの」
創立記念日

新潟翠江高校大学見学（1 ～ 3 年生 19 名、保護者 4 名、教員 5 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑪
　説教　李在益 在日大韓キリスト教会牧師「道と真理と生命のイエス」
　講話　横山由美子 新潟 YWCA 会長「剣を取るものは皆、剣で滅びる」
聖籠町キッズカレッジ（英語で遊ぼう！）①（12 名、写真①）
教授会
ボランティアセミナー
チャペル・アッセンブリ・アワー⑫
　説教　下田尾治郎 宗教部長「いっそう満ち溢れる恵み」
　講話　和田献太郎 キリスト教教育主事「教養としての歴史学」
スポーツ大会（写真②）
敬和学園高校大学見学（1 年生 160 名、教員 7 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑬
　説教　山﨑ハコネ 教授「7 の 70 倍をも愛されて」
　講話　フィリップ・ウィン 契約講師「How DJing saved my Life 」
オープンキャンパス②（116 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑭
　説教　玉置千鶴子 日本基督教団長岡教会牧師、柏崎伝道所牧師「出会い」
　講話　「キリスト教音楽」受講者による発表
3 年生保護者との就職懇談会（対面 57 名、オンライン 13 名）
新潟西高校大学見学（1 年生 26 名、教員 2 名）
見附高校大学見学（1 年生 69 名、教員 4 名）
加茂高校大学見学（1 年生 39 名、教員 1 名）
理事会
前期講義終了
新発田商業高校大学見学（1 年生 33 名、教員 1 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑮
　説教　山田耕太 学長「名画で見る旧約聖書物語 モーセと十戒」
前期末試験（～ 8 月 5 日）

教授会
夏期休暇（～ 9 月 14 日）
オープンキャンパス③（111 名）
前期集中講義期間（～ 12 日）
FD 研修会　村上裕美 関西外国語大学短期大学部教授「ポートフォリオ研修会」
夏期特別休業（～ 16 日）
聖籠町キッズカレッジ（子ども陶芸教室）①（24 名）
前期追試験・再試験（前期卒業対象者向）（～ 24 日）
前期追試験（～ 26 日）
オープンキャンパス④（61 名）
夏期デンマーク研修（～ 9 月 17 日、10 名）

聖籠町キッズカレッジ（子ども陶芸教室）②（24 名）
開志学園高校大学見学会（2 年生 31 名、教員 1 名）
新発田市青年会議所との包括連携に関する協定締結式
教授会
SD 研修会　木村克紀 株式会社エデュース取締役「個人情報保護研修」
防火訓練（写真③）
前期卒業式
後期入学式
理事会
履修相談日
英検 2 級・準 2 級一次・二次試験対策英語集中講座②（47 名）
後期講義開始、履修登録期間（～ 24 日）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑯
　説教　下田尾治郎 宗教部長「立ち直る力の源」
　前期エッセイ・コンテスト授賞式
研究倫理・コンプライアンス研修会
本丸中学校大学見学（3 年生 19 名、教員 2 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑰
　説教　渡辺幹継 日本国際ギデオン協会新潟支部副支部長「国際ギデオン協会の働き」
　講話　山田耕太 学長　「敬和学園大学のキリスト教教育」

総合型選抜（1 期）面談①
新津第一中学校大学見学（3 年生 11 名、教員 1 名）
教授会
フォトウォーク（～ 11 月 9 日）
新潟東高校大学見学（2 年生 27 名、教員 1 名）
日本文理高校大学見学（2 年生 34 名、教員 2 名）
中条高校大学見学（1 年生 8 名、教員 1 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑱
　説教　山﨑ハコネ 教授「よい地に耕されて」
　赤い羽根共同募金 学内活動報告
ウィークデー・オープンキャンパス（45 名）
履修登録確認期間（～ 14 日）
新潟向陽高校大学見学（1 年生 37 名、教員 1 名）
東中学校大学見学（3 年生 69 名、教員 5 名）
松陰高校新潟中央校大学見学（2 年生 4 名、保護者 2 名、教員 3 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑲
　説教　和田献太郎 キリスト教教育主事「こだわりを越えて」（写真④）
　講話　吉原悠博 吉原写真館館長「エモいシバタ 2022」
総合型選抜（1 期）面談②
八海高校大学見学（1 年生 17 名、教員 1 名）
新発田市オープンカレッジ①
　講師　桑原ヒサ子 名誉教授「忘れ去られたナチス機関誌『女性展望』から掘り起こす女性像」（39 名）
避難訓練
教授会
栃尾高校大学見学（1 年生 55 名、教員 2 名）
ふれあいバラエティ
第 32 回敬和祭、進学相談会（～ 23 日）
新発田市オープンカレッジ②
　講師　山田耕太 学長「忘れられない新発田の人 - 山川丙三郎 -」（29 名）
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財務状況等

　

本
学
園
の
予
算
・
決
算
は
、
法
人
本
部
・
大
学
・

高
校
の
三
部
門
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
紙
面

で
は
、
法
人
全
体
と
大
学
部
門
の
数
値
、
大
学

部
門
の
事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
ポ
イ
ン
ト
の

み
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
図
表
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
敬
和
学
園
大
学
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
二
〇
二
二
年
度
事
業
報
告

　

前
年
度
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
が
、

教
育
研
究
活
動
や
課
外
活
動
も
感
染
防
止
対
策

を
行
い
、
制
限
が
あ
る
中
で
も
工
夫
を
凝
ら
す

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
活
動

を
徐
々
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
１
）
教
学
・
学
生
支
援

　

授
業
は
対
面
形
式
を
主
体
と
し
て
柔
軟
か
つ

適
切
に
実
施
し
、
学
生
へ
の
教
育
サ
ー
ビ
ス
を

確
保
し
ま
し
た
。
四
月
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
は
学
内
で
実
施
し
、
サ
ー
ク
ル
紹

介
な
ど
の
企
画
を
通
じ
、
新
入
生
と
上
級
生
が

親
睦
を
図
る
時
間
を
持
て
ま
し
た
。
ま
た
、
古

代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
館
長
の
月
本
昭
男
氏
に

よ
る
新
入
生
歓
迎
公
開
学
術
講
演
会
「
旧
約
聖

書
の
現
代
的
意
義
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
一
〇

月
の
敬
和
祭
は
、
学
外
者
を
含
め
対
面
形
式
で

実
施
す
る
と
共
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
し
ま
し

た
。
七
月
と
一
二
月
の
二
回
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
月
に
は
入
学
予
定
者
を

対
象
と
し
た
入
学
前
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
実
施
、

入
学
式
・
卒
業
式
な
ど
の
行
事
も
基
本
的
に
対

面
で
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
海
外
留
学
が
一
部

敬
和
学
園
財
務
状
況
等
の
ご
報
告

〈敬和学園大学学生数の推移〉

〈2022 年度オープンカレッジ〉

日　程 演　　題 講　　師 参加者数

新発田市オープンカレッジ（イクネスしばた）
 10 月 18 日（火） 忘れ去られたナチス機関誌 『女性展望』から掘り起こす女性像 桑原ヒサ子 名誉教授 39
 10 月 25 日（火） 忘れられない新発田の人～山川丙三郎～ 山田耕太 学長 29

聖籠町キッズ・カレッジ （聖籠町町民会館）
   7 月   2 日（土） 英語で遊ぼう！（その 1） 大岩彩子 准教授、英語文化コミュニケーション学科学生 12
   8 月 20 日（土） 子ども陶芸教室〈型つくり〉 趙晤衍 教授 24
   9 月   3 日（土） 子ども陶芸教室〈絵付け〉 趙晤衍 教授 24
 10 月 29 日（土） 英語で遊ぼう！（その 2） 大岩彩子 准教授、英語文化コミュニケーション学科学生 中止
   2 月 18 日（土） 英語で遊ぼう！（その 3） 大岩彩子 准教授、英語文化コミュニケーション学科学生 8

その他
   4 月 15 日（金） 新入生歓迎公開学術講演会「旧約聖書の現代的意義」 月本昭男 古代オリエント博物館 館長 216
   5 月 21 日（土） 英検 2 級 一次・二次試験対策英語集中講座 大岩彩子 准教授　 39
   5 月 21 日（土） 英検準 2 級 一次・二次試験対策英語集中講座 金山愛子 教授 26
   9 月 17 日（土） 英検 2 級 一次・二次試験対策英語集中講座　 主濱祐二 准教授 19
   9 月 17 日（土） 英検準 2 級 一次・二次試験対策英語集中講座 荒木陽子 准教授 28
   3 月 19 日（日） 「阿賀北ノベルジャム 2022」グランプリ授賞式 ━ 31



2022 年度資金収支計算書および 2023 年度同予算書（学校法人　敬和学園）

（収 入 の 部）    （単位：円）

科      　　 　　 目 2022 年度決算額 2023 年度予算額  差　　異

学生生徒等納付金収入 1,049,389,587 1,038,472,000 10,917,587

手数料収入 17,222,875 17,101,000 121,875

寄付金収入 36,794,889 35,095,000 1,699,889

補助金収入 447,196,878 434,750,000 12,446,878

　（国庫補助金収入） 179,992,205 167,150,000 12,842,205

　（地方公共団体補助金収入） 267,204,673 267,600,000 △        395,327

資産売却収入 55,839,794 1,000,000 54,839,794

付随事業・収益事業収入 36,810,942 43,989,000 △      7,178,058

受取利息・配当金収入 590,380 578,000 12,380

雑収入 55,292,340 63,488,000 △      8,195,660

借入金等収入 0 0 0

前受金収入 220,215,700 216,900,000 3,315,700

その他の収入 77,094,297 64,301,000 12,793,297

資金収入調整勘定 △  283,249,113 △  282,573,000 △        676,113

前年度繰越支払資金 1,475,502,169 1,395,665,392 79,836,777

収入の部合計 3,188,700,738 3,028,766,392 159,934,346

（支 出 の 部）  　　 （単位：円）

科     　　 　　  目 2022 年度決算額 2023 年度予算額  差　　異

人件費支出 1,068,334,923 1,061,987,000 6,347,923

教育研究経費支出 422,486,502 413,218,000 9,268,502

管理経費支出 159,492,991 170,209,000 △    10,716,009

借入金等利息支出 1,656,125 1,483,000 173,125

借入金等返済支出 12,971,395 12,118,000 853,395

施設関係支出 33,888,439 30,021,000 3,867,439

設備関係支出 63,447,073 36,326,000 27,121,073

資産運用支出 7,427,779 7,394,000 33,779

その他の支出 114,528,487 70,382,000 44,146,487

予備費 0 2,000,000 △      2,000,000

資金支出調整勘定 △    73,178,844 △  129,352,000 56,173,156

翌年度繰越支払資金 1,377,645,868 1,352,980,392 24,665,476

支出の部合計 3,188,700,738 3,028,766,392 159,934,346

15

財務状況等

再
開
し
、
外
務
省
主
催
カ
ケ
ハ
シ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
二
月
に
本
学
学
生
一
九
名
が
ア
メ

リ
カ
に
渡
り
、
三
月
に
は
ハ
ワ
ー
ド
大
学
か
ら

一
八
名
が
本
学
を
訪
れ
て
相
互
の
国
際
交
流
を

図
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
八
・
九
月
に
デ
ン

マ
ー
ク
の
バ
ァ
ナ
ゴ
ッ
プ
・
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
で

の
一
～
三
週
間
の
研
修
が
行
わ
れ
、
本
学
学
生

一
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
２
）
就
職

　

就
職
希
望
の
学
生
を
分
母
と
し
た
就
職
率

は
、
九
七
・
九
％
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
〇
・
三
％
、

卒
業
生
を
分
母
と
す
る
就
職
者
の
割
合
が

七
五
・
三
％
で
前
年
比
プ
ラ
ス
〇
・
五
％
と
な
り

ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
一
年
生
後
期

の
「
自
己
理
解
ワ
ー
ク
」
を
三
年
ぶ
り
に
実
施

し
ま
し
た
。
二
年
生
後
期
の
授
業
科
目
「
キ
ャ

リ
ア
開
発
入
門
」
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま

し
た
。
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
程
を

増
や
し
、
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
時
間
を

し
っ
か
り
取
る
こ
と
で
、
学
生
の
満
足
度
も
高

ま
り
ま
し
た
。
三
年
生
を
中
心
に
実
施
し
て
い

る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
受
け
入
れ
企
業
が

増
え
、
参
加
者
数
も
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
戻

り
ま
し
た
。
三
年
生
保
護
者
と
の
懇
談
会
、
企

業
と
の
就
職
懇
談
会
、
学
内
合
同
企
業
説
明
会

な
ど
の
学
内
イ
ベ
ン
ト
は
、
前
年
度
同
様
、
コ

ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
方
法
で
実
施
し
ま
し
た
。

●
二
〇
二
二
年
度
決
算　

　

当
年
度
収
支
差
額
は
一
億
三
九
四
万
円
の
支

出
超
過
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
も

〈2022 年度（令和 4 年度）決算 事業活動収支計算書関係比率〉

※比率の高低の評価は次のとおり。
△高い値がよい　▼低い値がよい　～どちらともいえない　　　　　　（％）

比率名　・　算出方法 法人全体 大　学

人件費比率

▼

人    件    費
65.8 57.7 

経  常  収  入

人件費依存率

▼

人    件    費
102.1 77.6 

学生生徒等納付金

教育研究経費比率

△

教育研究経費
32.9 39.2 

経  常  収  入

管理経費比率

▼

管  理  経  費
12.3 10.6 

経  常  収  入

借入金等利息比率

▼

借入金等利息
0.1 0.0 

経  常  収  入

事業活動収支差額比率

△

基本金組入前当年度収支差額
-10.4 -6.4 

事業活動収入

基本金組入後収支比率

▼

事業活動支出
116.8 110.7 

事業活動収入－基本金組入額

学生生徒等納付金比率

～

学生生徒等納付金
64.4 74.4 

経  常  収  入

寄付金比率

△

寄    付    金
2.3 2.7 

事業活動収入

経常寄付金比率

△

教育活動収支の寄付金
1.7 1.7 

経  常  収  入

補助金比率

△

補    助    金
27.2 18.9 

事業活動収入

経常補助金比率

△

教育活動収支の補助金
27.1 18.8 

経  常  収  入

基本金組入率

△

基本金組入額
5.4 3.9 

事業活動収入

減価償却額比率

～

減 価 償 却 額
8.6 6.1 

経  常  支  出

経常収支差額比率

△

経常収支差額
-11.2 -7.6 

経  常  収  入

教育活動収支差額比率

△

教育活動収支差額
-11.1 -7.6 

教育活動収入計



〈敬 和 学 園 大 学 〉〈学校法人　敬和学園〉 （単位：円） （単位：円）

固定資産

　有形固定資産 

　　土地

　　建物

　　構築物

　　教育研究用機器備品

　　管理用機器備品

　　図書

　　車輌

　特定資産 

　　退職給与引当特定資産

　　施設拡充引当特定資産

　その他の固定資産 

　　電話加入権

　　施設利用権

　　ソフトウェア

　　有価証券

　　長期貸付金

　　出資金

　　長期預け金

流動資産

　　現金預金

　　未収入金

　　有価証券

　　前払金

　　立替金

　　仮払金

固定資産  

　有形固定資産 

　　土地

　　建物

　　構築物

　　教育研究用機器備品

　　その他の機器備品

　　図書

　　車輌

　その他の固定資産 

　　電話加入権

　　施設利用権

　　ソフトウェア

　　有価証券

　　長期貸付金

　　出資金

　　長期預け金

　　施設拡充引当特定資産

　流動資産  

　　現金預金

　　未収入金

　　有価証券

　　前払金

　　立替金

　　仮払金

　

　

　

資産の部合計
資産の部合計

3,640,062,952

3,527,577,334

693,935,764

2,194,096,980

14,582,586

69,915,234

54,063,382

496,627,369

4,356,019

21,605,326

17,350,000

4,255,326

90,880,292

1,072,992

45,334

19

52,332,207

590,000

1,926,500

34,913,240

1,727,840,057

1,377,645,868

64,696,513

281,255,781

2,551,830

218,374

1,471,691

2,533,877,189

2,065,532,107

549,358,480

1,083,794,219

6,755,462

32,817,075

5,025,550

387,053,491

727,830

468,345,082

1,104,984

4

6,520,801

446,794,006

8,460,000

100,000

1,121,920

4,243,367

1,243,218,227

458,441,002

20,832,241

763,410,371

41,346

431,640

61,627

389,444,345

99,744,589

278,813,208

10,886,548

330,426,830

12,118,182

75,570,262

220,215,700

6,231,138

15,832,548

459,000

174,471,982

0

158,096,413

16,375,569

172,793,346

0

24,162,504

144,540,000

3,584,842

506,000

347,265,328

3,932,591,094

64,000,000

3,996,591,094

83,514,667

83,514,667

650,275,673

719,871,175

4,648,031,834

8,652,494,432

8,532,494,432

120,000,000

△4,004,462,598

△4,004,462,598

5,367,903,009

固定負債  

　長期借入金

　退職給与引当金

　長期未払金

流動負債  

　短期借入金

　未払金

　前受金

　修養会預り金

　預り金

　仮受金

基本金

　第１号　 基本金

　第４号　 基本金

繰越収支差額

　翌年度繰越収支差額

純資産の部合計

固定負債  

　長期借入金

　退職給与引当金

　長期未払金

流動負債  

　短期借入金

　未払金

　前受金

　預り金

　仮受金

負債の部合計

　

 
 負債及び純資産の部合計

負債の部合計

第１号基本金

第４号基本金

　基本金の部合計

翌年度繰越消費収入超過額

　
消費収支差額の部合計

　内部部門勘定

負債の部、基本金の部 
及び消費収支差額の部 

合　計 
5,367,903,009

2015年３月31日

3,777,095,416

△　

3,777,095,416

年度
科目

2013年度末
年度

科目
2013年度末年度

科目
2022年度末

年度
科目

2022年度末

〈2022 年度貸借対照表〉
2023 年 3 月 31 日現在

2022年度事業活動収支計算書および2023年度同予算書（学校法人　敬和学園）

   （単位：円）

2022 年度決算額 2023 年度予算額 差　　異

教
育
活
動
収
支

収
入

学生生徒等納付金 1,049,389,587 1,038,472,000 10,917,587

手数料 17,222,875 17,101,000 121,875

寄付金 27,953,454 28,429,000 △         475,546

経常費等補助金 442,040,878 434,750,000 7,290,878

付随事業収入 36,810,942 43,989,000 △       7,178,058

雑収入 55,080,585 63,488,000 △       8,407,415

教育活動収入計 1,628,498,321 1,626,229,000 2,269,321

支
出

人件費 1,071,812,171 1,062,322,000 9,490,171

教育研究経費 536,040,526 523,657,000 12,383,526

管理経費 201,133,533 220,096,000 △     18,962,467

徴収不能額等 496,560 0 496,560

教育活動支出計 1,809,482,790 1,806,075,000 3,407,790

教育活動収支差額 △   180,984,469 △   179,846,000 △       1,138,469

教
育
活
動
外
収
支

収
入

受取利息・配当金 590,380 578,000 12,380

その他の教育活動外収入 995 0 995

教育活動外収入計 591,375 578,000 13,375

支
出

借入金等利息 1,656,125 1,483,000 173,125

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 1,656,125 1,483,000 173,125

教育活動外収支差額 △       1,064,750 △         905,000 △         159,750

　　経常収支差額 △   182,049,219 △   180,751,000 △       1,298,219

特
別
収
支

収
入

資産売却差額 238,913 0 238,913

その他の特別収入 15,877,107 7,166,000 8,711,107

特別収入計 16,116,020 7,166,000 8,950,020

支
出

資産処分差額 5,547,331 535,000 5,012,331

その他の特別支出 0 0 0

特別支出計 5,547,331 535,000 5,012,331

特別収支差額 10,568,689 6,631,000 3,937,689

（予備費） 0 2,000,000 △       2,000,000

基本金組入前当年度収支差額 △   171,480,530 △   176,120,000 4,639,470

基本金組入額合計 △     89,537,665 △     80,877,000 △       8,660,665

当年度収支差額 △   261,018,195 △   256,997,000 △       4,021,195

前年度繰越収支差額 △ 3,743,444,403 △ 4,026,477,606 283,033,203

翌年度繰越収支差額 △ 4,004,462,598 △ 4,283,474,606 279,012,008

（参考）

事業活動収入計 1,645,205,716 1,633,973,000 11,232,716

事業活動支出計 1,816,686,246 1,810,093,000 6,593,246
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財務状況等

六
，
四
七
八
万
円
の
支
出
超
過
と
な
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
当
初
予
算
を
大
幅
に
上
回
る
支

出
超
過
で
す
が
、
こ
れ
は
学
納
金
収
入
が
予
算

を
下
回
っ
た
こ
と
と
、
予
算
外
の
退
職
者
に
よ

り
人
件
費
支
出
が
増
え
た
こ
と
が
主
な
要
因
で

す
。
活
動
ご
と
の
収
支
で
は
、
教
育
活
動
収
支

差
額
は
七
，
五
六
六
万
円
の
支
出
超
過
、
教
育

活
動
外
収
支
差
額
は
六
万
円
の
収
入
超
過
、
特

別
収
支
差
額
は
一
，
〇
八
一
万
円
の
収
入
超
過

と
な
り
ま
し
た
。
収
入
面
で
は
、
経
常
費
補
助

金
、
寄
付
金
、
退
職
金
団
体
交
付
金
が
増
額

と
な
り
ま
し
た
が
、
学
納
金
、
付
随
事
業
収
入

が
減
額
と
な
り
、
収
入
総
額
は
当
初
予
算
よ
り

一
，
二
四
二
万
円
の
減
額
で
し
た
。
支
出
面
で

は
、
中
期
計
画
に
基
づ
く
施
設
設
備
改
修
工
事

な
ど
で
六
，
八
四
九
万
円
の
修
繕
費
を
計
上

し
、
ま
た
感
染
症
対
策
と
し
て
除
菌
等
清
掃
費

や
学
バ
ス
増
便
費
な
ど
合
計
二
，
二
一
三
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
経
費
削
減
に
努
め
ま
し
た

が
、
人
件
費
や
光
熱
水
費
な
ど
の
支
出
が
増
え

た
こ
と
も
あ
り
、
支
出
総
額
は
当
初
予
算
よ
り

四
，
六
〇
七
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
施

設
設
備
で
は
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
入
れ
替
え
、

貸
出
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
三
〇
台
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、
後
援
会
か
ら
の
支
援
も

受
け
て
計
画
ど
お
り
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
補

助
金
に
よ
る
ト
イ
レ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
を

行
い
、
学
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
ま
し

た
。



2022 年度事業活動収支計算書および 2023 年度同予算書（敬和学園大学）

 （単位：円）

2022 年度決算額 2023 年度予算額 差　　異

教
育
活
動
収
支

収
入

学生生徒等納付金 742,012,000 712,239,000 29,773,000

手数料 11,409,875 11,275,000 134,875

寄付金 17,375,081 16,429,000 946,081

経常費等補助金 187,377,845 179,700,000 7,677,845

付随事業収入 398,325 564,000 △       165,675

雑収入 39,282,954 4,624,000 34,658,954

教育活動収入計 997,856,080 924,831,000 73,025,080

支
出

人件費 576,028,869 526,556,000 49,472,869

教育研究経費 391,472,586 375,632,000 15,840,586

管理経費 106,017,984 112,013,000 △     5,995,016

徴収不能額等 0 0 0

教育活動支出計 1,073,519,439 1,014,201,000 59,318,439

教育活動収支差額 △   75,663,359 △   89,370,000 13,706,641

教
育
活
動
外
収
支

収
入

受取利息・配当金 62,376 50,000 12,376

その他の教育活動外収入 995 0 995

教育活動外収入計 63,371 50,000 13,371

支
出

借入金等利息 0 0 0

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 0 0 0

教育活動外収支差額 63,371 50,000 13,371

　　経常収支差額 △   75,599,988 △   89,320,000 13,720,012

特
別
収
支

収
入

資産売却差額 238,913 0 238,913

その他の特別収入 13,883,525 6,166,000 7,717,525

特別収入計 14,122,438 6,166,000 7,956,438

支
出

資産処分差額 3,307,445 500,000 2,807,445

その他の特別支出 0 0 0

特別支出計 3,307,445 500,000 2,807,445

特別収支差額 10,814,993 5,666,000 5,148,993

（予備費） 0 2,000,000 △     2,000,000

基本金組入前当年度収支差額 △   64,784,995 △   85,654,000 20,869,005

基本金組入額合計 △   39,157,524 △   37,393,000 △     1,764,524

当年度収支差額 △ 103,942,519 △ 123,047,000 19,104,481

前年度繰越収支差額 △ 587,782,470 △ 698,948,731 111,166,261

翌年度繰越収支差額 △ 691,724,989 △ 821,995,731 130,270,742

（参考）

事業活動収入計 1,012,041,889 931,047,000 80,994,889

事業活動支出計 1,076,826,884 1,016,701,000 60,125,884

2022 年度資金収支計算書および 2023 年度同予算書（敬和学園大学）

（収 入 の 部）    （単位：円）

科      　　 　　 目 2022 年度決算額 2023 年度予算額  差　　異

学生生徒等納付金収入 742,012,000 712,239,000 29,773,000

手数料収入 11,409,875 11,275,000 134,875

寄付金収入 25,440,074 22,095,000 3,345,074

補助金収入 191,408,845 179,700,000 11,708,845

　（国庫補助金収入） 178,702,205 167,150,000 11,552,205

　（地方公共団体補助金収入） 12,706,640 12,550,000 156,640

資産売却収入 238,914 0 238,914

付随事業・収益事業収入 398,325 564,000 △        165,675

受取利息・配当金収入 62,376 50,000 12,376

雑収入 39,482,063 4,624,000 34,858,063

前受金収入 184,946,500 180,900,000 4,046,500

その他の収入 252,412,196 57,007,000 195,405,196

資金収入調整勘定 △   239,751,752 △   186,679,000 △     53,072,752

前年度繰越支払資金 1,078,887,392 1,002,690,392 76,197,000

収入の部合計 2,286,946,808 1,984,465,392 302,481,416

（支 出 の 部）   （単位：円）

科     　　 　　  目 2022 年度決算額 2023 年度予算額  差　　異

人件費支出 573,792,709 526,556,000 47,236,709

教育研究経費支出 336,687,055 322,717,000 13,970,055

管理経費支出 94,935,223 101,145,000 △      6,209,777

施設関係支出 23,872,693 21,331,000 2,541,693

設備関係支出 24,096,159 9,916,000 14,180,159

資産運用支出 7,406,879 7,374,000 32,879

その他の支出 284,247,327 71,593,000 212,654,327

予備費 0 2,000,000 △      2,000,000

資金支出調整勘定 △     33,622,178 △     45,109,000 11,486,822

翌年度繰越支払資金 975,530,941 966,942,392 8,588,549

支出の部合計 2,286,946,808 1,984,465,392 302,481,416
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●
二
〇
二
三
年
度
当
初
予
算

　

当
年
度
収
支
差
額
は
一
億
二
，
三
〇
四
万
円

の
支
出
超
過
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差

額
も
八
，
五
六
五
万
円
の
支
出
超
過
と
な
り
ま

し
た
。
本
年
度
も
中
期
計
画
に
基
づ
く
大
規
模

修
繕
を
予
定
し
て
い
る
た
め
支
出
超
過
の
見
通

し
で
す
。
活
動
ご
と
の
収
支
で
は
、
教
育
活
動

収
支
差
額
は
八
，
九
三
七
万
円
の
支
出
超
過
、

教
育
活
動
外
収
支
差
額
は
五
万
円
の
収
入
超

過
、
特
別
収
支
差
額
は
五
六
六
万
円
の
収
入
超

過
と
な
り
ま
し
た
。
収
入
は
、
予
算
学
生
数
の

減
少
に
よ
り
学
納
金
が
減
収
と
な
り
、
前
年
度

に
退
職
金
団
体
交
付
金
を
計
上
し
た
こ
と
も
あ

り
、
総
額
で
前
年
度
決
算
よ
り
八
，
〇
九
九
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
支
出
は
、
中
期
計

画
に
基
づ
く
建
物
外
部
改
修
工
事
な
ど
約
五
，

〇
〇
〇
万
円
の
修
繕
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま

た
感
染
症
対
策
費
を
縮
小
し
た
こ
と
や
、
退
職

関
係
の
人
件
費
や
奨
学
費
の
減
額
な
ど
に
よ

り
、
支
出
総
額
は
前
年
度
決
算
と
比
べ
て
六
，

〇
一
二
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
経

費
削
減
は
継
続
と
し
ま
し
た
。
教
育
環
境
の
整

備
と
し
て
、
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
冷

房
設
置
、
教
室
用
電
子
黒
板
、
空
気
清
浄
機
、

ト
イ
レ
改
修
工
事
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

予
算
収
支
の
支
出
超
過
は
前
年
度
決
算
と
比
較

し
て
二
，
〇
八
六
万
円
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
執
行
に
あ
た
り
、
事
業
経
費
の
見
直
し

や
効
率
的
・
効
果
的
な
執
行
に
取
り
組
み
、
決

算
で
は
支
出
超
過
の
減
額
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）
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67チャレンジ学生ファイル Vol.

敬和学園大学の最新情報

敬和学園大学 検　索

REPO
RT

国際文化学科 3 年

宮路　晴夏

　私は、昨年の敬和祭実行委員長を務め
させていただきました。昨年の敬和祭の
テーマは「Young, wild and free」、3年
ぶりに学生以外のお客さまにも来場して
いただき、学生屋台も復活できました。
また、卒業生が代表を務める万代太鼓の
華龍さまをゲストにお迎えし、計7店舗
のキッチンカーにご出店いただきまし
た。実行委員は1・2年生のみでしたが、
大成功で終えることができました。
　そして、今年の敬和祭実行委員長も任
せていただけることになりました。1年
に1度の貴重なイベントを任せていただ
きうれしいです。実は、すでに実行委員
会は１月から活動をしており、最高の敬
和祭に向けて準備しています。昨年の反
省を生かしつつ、在学生はもちろん、卒
業生や地域の方々に遊びに来てもらえる
ようなお祭りにしたいです。たくさんの
在学生にさまざまな形で敬和祭に関わっ
てもらい、私たちも来場される皆さまに
も楽しんでいただきたいと思っていま
す。期待していてください！！実行委員
一同、ご来場お待ちしております。

一戸信哉先生のコメント

　宮路さんは多才な学生です。大

学のラジオ番組ではMCと編集を

担当し、さらに新潟県域ラジオ局

の学生ADとしても活躍していま

す。映像制作では、北海道で開拓

移民の歴史についてインタビュー

取材をしました。さまざまな活動に取り組みながら

も、敬和祭の実行委員長として献身的に働き、多くの

仲間に支持されています。学生生活後半、彼女が学び

の集大成にどう取り組むのか楽しみです。

昨年の敬和祭実行委員（中央が宮路さん）

コロナ禍を乗り越える楽しい敬和祭に！

第33回敬和祭の
ご案内はこちら


